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Geologic Background of the Huge Landslide at Aratozawa, Kurihara, Miyagi Prefecture 
Tsukasa Ohba*, Shintaro Hayashi**

Abstract
 Geology around the Aratozawa huge landslide triggered by the Iwate-Miyagi Inland Earthquake was surveyed 
several days after the landslide. Lacustrine sedimentary rocks are overlain by a thick pumice tuff which exposes at the 
lower scarp. The thick pumice tuff is overlain by a welded tuff at the scarp. A review on previous studies on the area 
revealed inconsistency among interpretations for their sedimentation ages, ranging from Miocene to Quaternary. Similar 
past huge landslides, which are identified from topographies, around nearby volcanoes are attributed to the similarity of 
geology and geomorphology.  
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11宮城県栗原市荒砥沢ダム巨大地すべりの地質背景
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図2 党政沢地すべりの滑落丘と地質屑序概要 写光軸影 林信太郎

踏査で直接地層を観察するのは国難である 空索で

は,主滑落崖などに現れている稚横構造を観療する

ことができた 一方,踏査では圭滑落崖に露出して

いない下位屑が移動体末端部に据出しているのを確

認した

滑落崖を構成する地層は.空嶺.地上での遠望,

移動体での岩相観察.周辺露頭の観察,それに他調

査団(茨城大学)による調査結光情報を総合すると,

上部は終結凝灰岩,下部は軽石凝灰岩と判断できる

上部は柱状節理のよく発達した硬質な火山岩相であ

ることは遠望から判断できる 栗駒山南鹿には安山

岩溶岩も溶結凝灰岩が分布しており,いずれかであ

ると考えられる しかし,遠望だけでは安山岩溶岩

と搾岩船凝灰岩を区別することは難しい 地すべり地

にごく近い街頭では.滑落崖最上部と-連と思われ

る屑が露出し,それは溶結凝灰岩である よって,

この火山岩は溶組凝灰岩と判断できる 滑落L:ji下部

は,遠望により粗い灘理が発達する厚い単層と判断

できる また,大型軽石粒子と思われる白色の斑点

が確認できる 滑落崖下部を梢成していると考えら

れる岩石は移動域内に広く分布しており,これは多

孔質で大型の石英結晶を含む軽石凝灰岩である 近

隣の塔頭では溶結凝灰岩の下位に軽石凝灰岩が存在

する よって,主滑落崖の下部屑は粗い薬理梢造を

持つ軽石凝灰岩である この岩相は,イグニンブラ

イ トおよびその再椎横による岩相として晋通のもの

である

移動体先端には明灰白色の砂岩,シル ト岩,軽石

凝灰岩,および県色～黒灰色の亜炭屑が分布する

砂紫中からはしばしば倫物化石を産する 直接の関

係を確認してはいないが,移動体内部の位雀関係よ

り,これらの岩相は上記の厚い軽石凝灰岩より下位

の地層を構成するものと考えられる 移動体先端=こ

分布する各岩相の屑序と屈原は確認していない 各

単層は,上位の軽石凝灰岩よりも滞い 図2に地す

べり周辺の屑序の概要を示す

5 考零

51 FF序 ･年代の対比

荒砥沢ダム上流の地すべり地周辺の地質は,最下

位より砂岩. ソル ト岩,畷石堤灰岩,亜炭などから

なる砕屑性堆概岩層,厚い軽石凝灰岩屑,溶結凝灰

岩からなることが確認された それぞれについて.

地層対比および堆磯年代に関する考察を行う

殺下位の椎横岩を主体とする屑は,岩相の特徴や

分布,および植物化石の産出といった点で従来研究

における小野松沢屑と考えられる 小野松沢屑の堆

積年代は,植物化石および上位層の年代測定値を根

拠に後期中新世～鮮新世とされる しかし,年代決

定の根拠となった試料は,本地域から小野松沢に至

る地域ではなく.束に離れた地域から採取されたも

のである これらの地域の木屑と,荒砥沢ダム上流
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